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実験条件 接近開始距離の違いによって 2条件を用意した。すなわち，（1）遠距離条件： 1500








たところで 2者間の距離を測定した。接近中，両者の問で eye-contact（視線の交錯： Argyle




Table 1 Effects of approaching distance 












































Table 2 Effects of spatial size 
mean 
SD 
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Effectcs of spatial size on interpersonal distance 
at three levels of feeling 
L. : Large space 
S. : Small space 










結果は Fig.1；こ示したと詞りである。 3つの対人距離については， 身体に近い方から， レ
ベル 1, レベル 2, レベル 3と呼ぶことにした。このグラフを見る限りにおいては，全体に大
部屋の方が大ごな対人距離がとられる傾向がみられる。しかし， レベル毎に条件間の比較をし


























level 1 50. 3~ 61. 2 
level 2 82. 3~110. 6 
level 3 134. 0~214. 5 
(n) : near 












3しま， Hallの8つの距離帯と， 実験2の結果をまとめたものであるか， これを見ると， 個佑
距翡韮の近接相とレベル 1が，同じく個体距離の遠方相とレベル 2か，そして社会距離の近接相






































て， Hall(1966) の4つの距離帯と今井 (1978)の認知空間の分節の双方からの検討が加えら
れた。
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